
第４６２回 番 組 審 議 会 

 

１．日  時  平成 23 年２月 15 日（火） 午後 1 時 30 分～ 

 

２．開催場所  テレビ岩手 6階大会議室 

 

３．委員総数   11 名 

出席委員   9 名 

委 員 長  清野 雅子 

委   員  森本 雅司 

委   員    福田 泰司 

委      員    坂本  修 

委   員  柴田 和子 

委   員  池田 克典 

            委   員  吉江 信博 

            委   員  鈴木 正之 

            委   員  平  英一 

欠席委員  2 名 

 委   員  千葉 幸長 

委   員  望月 善次 

  

 

社 側 出 席 者   矢後 勝洋（代表取締役社長） 

石井 修平（専務取締役） 

            阿部  孝夫 (常務取締役） 

菅野  智（営業局長） 

            淵沢 行則（報道制作局長） 

            野田 喜代志（報道制作局次長） 

 

事 務 局      山信田 寧(編成技術局長） 

 畠  義真 (編成技術局編成部長） 

             平山 亜希子（編成技術局編成部主任） 

 

 

 

 



４．議  題  

１． 1/22（土）15:30～16:25 放送ＪＡ全農いわて いわて純情米選手権  

第３４回岩手県ミニバスケットボール交歓大会 

 

２．その他ご覧になった番組についてのご意見 

５．資  料 

   資料として以下のものを配布 

・ 視聴者からのご意見 

６. 議事の概要 

委員側意見 

・今回はバスケットボールの大会ということで、全体としては大会の様子が十分わかる内容でよ

かったと思った。 

・大会の全体像がわからないまま試合にはいってしまって、できれば最初にチーム数や名称、

地区分け、参加条件、全国大会の位置づけなど、ＪＡがかかわってやっている全国大会なのか、

また県大会の位置づけなど情報の提示があれば分かりやすかった。 

・バスケットのゲーム性とかドラマ性とか、展開のなかでよく表現されていた。ミニバスの精神の

「友情、ほほえみ、フェアプレー」というのがよくわかった。 

・試合の結果のも示したほうがよかったが、決勝の様子を紹介した後半戦は解説もすばらしく、

良かった。 

・ＪＡ全農いわてのＣＭが番組とマッチして一体感のあるＣＭでよく仕上がっていたとおもう。 

・スポーツそのものを伝えるのか、ドキュメントっぽく作るのかという点でちょっと中途半端だった

ように思う。 

 

 

テレビ岩手側意見 

・制作したディレクターは自分がルールなどを理解かった状況で作っており、ルールはミニバス 

特有なルールがあったため、最初に紹介しておけばよかったとおもう。 

・ちびっ子の場合はたくさんの子供達を見せて、明日につながる喜びを持たせてあげようという

をコンセプトがあるので、その辺をもっとクリアにすれば意図がはっきりしてよかった。 

 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

 特記事項はないが、関連部署に議事録を配布するなど関係者に審議の内容を伝えた。 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び

年月日 

・ 自社制作番組「あなたと歩むテレビ岩手」 

平成 23年２月２２日(火)午前 11時 45分～11時 52分放送）で、審議の概要を放送。 



・支社・支局に議事録を設置 

・当社のインターネットのホームページで議事録を公開 

 

 


